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　大町市シニアクラブ連合会では、高齢者の冬季の健康保持と体力
増進のために「水中運動教室」と「ノルディックスキー教室」を開講
しています。参加者から「一人ではできないけど、みんなとやるの
で出て来られる。心の健康にもいい」と話してくれました。一般の
人も参加できるので、一緒に楽しんで元気な笑顔を見せてください。

主な内容
❷　松本糸魚川連絡道路ニュース
❹　プレミアム付大町商品券の販売
❺　上下水道「お客様サービスセンター」

の開設



広報おおまち　2024.3 2

～長野県大町建設事務所と大町市役所より継続的に情報を発信します～

　「松本糸魚川連絡道路」大町市街地区間の計画は、令和３年９月から100m幅の「幅の細いルート帯」
について２年以上にわたり検討を進めてきました。
　１月13日（土）に開催した説明会において、最適ルート帯として「Ｃルート帯」を発表しました。
　今後は、ルート帯に関係する地域や地権者の皆さんへ説明や意見交換をしながら、現地の測量や
各種調査を進め、詳細なルートや道路の構造を検討してまいります。
　引き続き、県と市で連携して進めてまいりますので、ご理解、ご協力をお願いします。

　大町市街地区間の最適ルート帯「Ｃルート帯」   　　　　　　　　　　　　　

　１月13日（土）に開催しました説明会には、悪天候に
もかかわらず、170名もの多くの皆さんにご参加いた
だきました。
　牛越市長も出席し、発表したルート帯に対する市の
見解について説明しました。

過去に開催した説明会の資料などは大町建設事務所のホームページに掲載して
いますのでご覧ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/omachiken/shisaku/matuito1.html

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.54

長野県PRキャラクター「アルクマ」 大町市キャラクター
おおまぴょん©長野県アルクマ

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」
大町市街地区間の最適ルート帯を発表しました

大町建設事務所ＨＰ
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　最適ルート帯の選定にあたっては、「ルート帯の比較評価結果」、「皆様からのご意見」、「大町市の
考え方」などを踏まえ総合的に判断しました。

　最適ルート帯の判断に至った主な理由  　　　　　　　　　　　　  　　　　

①市街地内を通過する車両が分離され、交通緩和、交通事故減少が期待できるとと
もに、安全で歩きやすいまちづくりが期待できる。

②救急医療機関への速達性、防災拠点とのアクセス性が高く、災害時のネットワー
ク機能が強化される。

③優良農地を通過する延長、面積および不整形となる区画数が少ないため、農地や
田園景観に対する影響が比較的小さい。

④道路網が中心市街地と一体となったコンパクトな市街地の骨格を形成し、中心市
街地へのアクセス性も高いため、大町市が目指す集約型都市構造に寄与する。

⑤市街地に近いため、中心市街地活性化などのまちづくり施策と連携し、中心市街
地への誘客を検討し推進していくことで市の発展につなげることが期待できる。

⑥市街地に近いため、住宅地への影響は比較的大きいが、公共施設跡地や空き家の
有効活用など、市街地再生の検討とともに対応できる。

　今後のスケジュール  　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　

　これまでは「構想段階」として最適ルート帯の検討を行ってきました。今後は、事業化に向けた「事
業準備段階」として、現地の測量や各種調査を行い、詳細なルートや概ねの道路構造の検討を進めて
まいります。

　関係する地区や地権者の皆さんには今後も段階ごとに説明会などを開催してまいりますので、
ご理解、ご協力をお願いします。

■問い合わせ

▽大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534（直通）
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

▽市建設課計画係　℡□市内線697　Ｅメールkensetsu@city.omachi.nagano.jp
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「プレミアム付大町商品券」を販売します

市役所  休日窓口  を開設します

３月18日（月）　販売開始

３月24日㊐、４月６日㊏　8:30～12:00

　市では、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた市民生活を支援するとともに、消費喚起を促し
市内経済の活性化を図るため「プレミアム付大町商品券」を販売します。商品券購入に必要な引換券は、各世帯に
順次郵送します。
■対象　市民（２月１日現在の住民基本台帳登録者）

▽３月中旬をめどに、全世帯に購入引換券を郵送します。必ず販売場所までご持参ください。

▽引換券があれば、代理の人でも購入が可能です。

▽購入の際は販売所にお越しいただいた人の本人確認をさせていただきます。
　引き換えに来る人は、ご自身の運転免許証や保険証などを必ずご持参ください。

■販売期間　３月18日（月）～４月30日（火）
■販売金額　１冊2,000円（額面5,000円　500円券×10枚）

共通券（全ての取扱店舗で使用可能） ６枚
限定券（大型店を除く取扱店舗で使用可能） ４枚

※購入引換券１枚につき、１冊購入可能
■商品券の利用期限　令和６年５月31日（金）

■問い合わせ　商工労政課商業労政係　℡□市内線542

　３月下旬から４月上旬は住所の異動が多くなることから、休日窓口を開設します。
平日に手続きができない人は、ご利用ください。

取り扱い業務 問い合わせ

▽住民異動届（転入・転出・転居）の受付

▽証明書（戸籍・住民票・印鑑登録証明）の発行

▽印鑑登録

▽マイナンバーカードの交付・更新・申請
市民課市民・戸籍係 ℡□市内線425

▽国民健康保険の加入・脱退手続き 市民課国保・年金係 ℡□市内線422

▽所得証明書の発行 税務課税務係 ℡□市内線443・444

▽納税証明書の発行 税務課管理収納係 ℡□市内線445・446

▽児童手当・児童扶養手当に関すること 子育て支援課子育て支援係 ℡□市内線685

▽水道の開・閉栓の受付 上下水道課お客様係 ℡□市内線731

オンラインで転出の手続きが可能に！
　マイナンバーカードを持っている人は、大町市から市外（国内に限る）に引っ越す際にマ
イナポータルを通じたオンラインで届け出ができます。このサービスを利用する人は、市
役所への来庁は原則不要です。また、同一世帯であれば、ご本人以外の人も手続き可能です。
　なお、引っ越し先の市区町村の窓口で転入届などの手続きが必要です。転入届ができる
ようになるまで数日かかりますので、時間に余裕を持って手続きをしてください。
※詳しくはデジタル庁ホームページをご確認ください。

■問い合わせ　市民課市民・戸籍係　℡□市内線425・426・755

■販売場所・時間

▽大町商工会議所
　午前10時～午後４時（平日、日曜日）
※今回は、土曜日、祝日の販売は行い

ません。

▽市八坂支所・市美麻支所
　午前10時～午後４時（平日のみ）
※市役所では購入できません。

デジタル庁
引越しワンストップ

サービス
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上下水道
「お客様サービスセンター」を

開設します

　上下水道課では、事業運営の効率化と経営基盤の強化に向けて、組織体制の見直しを検討す
る中で、お客様の暮らしに直結した上下水道サービスが、将来にわたり持続可能なものとして
いくことやサービスの質の向上を目的に、令和６年４月１日（月）から窓口業務の一部を専門業
者へ委託することといたしました。
　料金に関するお問い合わせや相談、引っ越しによる水道の閉栓、新たに水道をお使いいただ
く場合の申し込みなどは、下記へお問い合わせください。

■委託事業者　CDCアクアサービス株式会社
　　　　　　　（本社所在地：千葉県千葉市中央区本千葉町４番３号）
　　　　　　　お客様サービスセンター（CDCアクアサービス株式会社　大町営業所）
　　　　　　　℡22-0810（営業時間内のみ直通）

■営業時間　午前８時30分～午後５時15分　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

■開設場所　市役所東庁舎　１階　（現 上下水道課お客様係）

■委託する業務　上下水道の以下の内容に関すること

▽水道の開閉栓

▽上下水道料金の窓口、電話での問い合わせ

▽上下水道料金の収納業務

▽給水装置からの漏水や、上下水道料の減免

▽給水装置使用者、所有者の名義変更手続き

▽水道メーターの検針

▽上下水道料金の滞納整理、水道の給水停止

▽給水装置および排水設備工事の申請受付業務

▽上下水道埋設管についての照会

※水道の開閉栓については、従来どおり、平日の午前８時30分から午後４時30分までにご予
約いただいた場合に限り、土曜日（年末年始を除く）にも対応します。

■問い合わせ　上下水道課お客様係　℡□市内線731



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭 検索検索
■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭 検索検索
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　９月13日（金）から11月４日（月）まで開催する「北アルプス国際芸術祭2024」に向け、市民の皆さんに、北アル
プス国際芸術祭のこれまでの歩みと、今回新たに参加するアーティストとアート作品、食の取り組みなどを紹介
する企画発表会を開催します。
　当日は、公式カフェ＆レストランにて提供予定の料理を、一部ご試食していただけます。ぜひ会場へお越しく
ださい。申し込み不要。参加無料です。

■日時　３月24日（日）　午前11時～正午
■会場　大町公民館分室　２階　講堂
■内容　企画説明／アーティスト・作品紹介（北川フラム総合ディレクターより）
　　　　公式カフェ＆レストランの試食（YAMANBAガールズ）

　「北アルプス国際芸術祭2024」作品鑑賞パスポート（引換券）を、３月14日（木）より販売を開始します。

種別 当日価格 前売り価格

一般 3,000円 2,500円

16～18歳 1,500円 1,000円

15歳以下 無料（KIDSパスポートを配布する予定です）

※身体障害者手帳・養育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれかの提示（窓口のみ）：
　一般1,000円、16～18歳500円（当日・前売一律）

▽「前売り」価格での販売は、９月12日までです。

▽作品鑑賞パスポート（実券）への引き換えは、６月頃の予定です。

▽作品鑑賞パスポートは、会期中に全ての作品を鑑賞いただけるチケットです。
　（イベントや一部施設内の作品は、別途入場料が必要となる場合があります）

■販売場所

▽オンライン・プレイガイド
　※３月14日（木）から販売します。
　Webket（https://webket.jp/pc/ticket/index?fc=52544&ac=9000）

チケットぴあ、イープラス、JTBコンビニチケット（セブンチケット、ローソンチケット、ファミリマート、ミ
ニストップ）、楽天チケット、JTB電子チケット

　販売場所は順次追加を予定しています。

▽北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（大町市役所内）
　※３月18日（月）から販売します。

３月24日（日）「北アルプス国際芸術祭2024」市民向け企画発表会を開催

「北アルプス国際芸術祭2024」作品鑑賞パスポート(引換券)を販売

公式レストランの参考写真
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「ながの子育て家庭優待パスポート」
「多子世帯応援プレミアムパスポート」を
ご利用ください

　県では、子育て世帯が買い物の際に割引など各種サービスを受けられる「ながの子育て家庭優待パスポート事
業」を、市町村と連携・協働して実施しています。

■２種類のパスポートがあります

■サービスの確認方法

▽「チアフルながの」で、地域などの条件やキーワードで協賛店舗や提供サービスを検索できます。

▽この事業は全国で実施されており、県外店舗でもサービスを利用できます。
　※「多子世帯応援プレミアムパスポート」は対象外です。

■パスポートが切り替わっています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽従来のパスポート（文字がピンク色のもの）は、令和６年３月31日が有効期限となっています。引き続き対象と
なる世帯へは、令和５年９月に新しいパスポート（文字が青色で、令和10年3月31日が有効期限のもの）を送付
しています。

▽４月からは新しいパスポートを協賛店舗でご提示ください。
※有効期限内でも、下のお子さんが対象の年齢を超えた場合は使用できなくなりますのでご注意ください。

▽お手元に届いていない、または再発行を希望する場合は、子育て支援課子育て支援係までお問い合わせください。

■協賛店舗を募集します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽当事業に協賛していただける店舗・企業などを随時募集しています。子育て世帯に向けたサービスを提供して
いただける店舗は「チアフルながの」にて店舗名や所在地、サービス内容などを発信し、ＰＲさせていただきま
す。ぜひお申し込みください。

▽サービス例　割引、ポイント付与、プレゼントなどの優待特典や、キッズスペースの設置　など
※提供いただくサービスに対して、県・市からの補助はありません。あらかじめご了承ください。

■申し込み　子育て支援課窓口または市ホームページにある「協賛店舗申込書」に必要事項を記入の上、直接、同
係へ。

■問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　℡□市内線686

■ながの子育て家庭優待パスポート
　18歳未満の子どもか妊婦がいる全ての家庭で
使えます。

■多子世帯応援プレミアムパスポート
　多子世帯（18歳未満の子どもが３人以上いる世帯）
で使えます。

詳しくはこちら
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３月末で新型コロナワクチンの無料接種が終了します
　特例臨時接種（現在の公費による接種）は「まん延予防上緊急の必要がある」と認められるときに実施することが
できますが、令和６年度以降においては認められる状況にならないと考えられるため、現在の公費でのワクチン
接種を令和６年３月31日（日）をもって終了することとなりました。
　接種をご希望の人はなるべくお早めにコールセンターへお問い合わせください。

◆秋接種を受けることができるのは１人１回までです。昨年10月以降に接種を受けた人は接種済みです。

接種券が
手元にない人

64歳以下の人は申請により接種券を発行しています。
まずは接種券の発行についてコールセンターへお問い合わせください。

初回接種（１、２回目）を
ご希望の人

１回目を３月初めに終わらせないと、接種を完了することができません。
ご希望の人は、速やかにコールセンターへお問い合わせください。

（時期により対応できないことがあります）

令和６年４月１日以降の接種について
　４月１日以降の接種については、定期接種（B類：インフルエンザと同様）または任意接種として受けることが
できる予定です。いずれの接種についても自己負担のある接種です。使うワクチンや接種に係る費用、接種が受
けられる場所などは未定です。

対象 接種費用助成 備考
定期接種
（Ｂ類）

① 65歳以上の人 ○ 接種費用を市が一部助成予定（助成額は未定）
実施時期は秋冬の予定② 基礎疾患のある人（詳細下記） ○

任意接種 ③ 上記以外の人 × 全額自己負担での接種

対象の
基礎疾患

Ａ.60～64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器に重い病気のある人
Ｂ.ヒト免疫不全ウイルスにより、免疫の機能に障害を有する人

※A、Bいずれも障害１級または
　１級相当の人に限ります。

※対象の基礎疾患については、これまでのコロナワクチンで対象となった基礎疾患とは異なり、対象となる範囲
がかなり限られますので、ご了承ください。

接種証明書の一部発行方法の終了について
　現在、電子版（スマホアプリ）、紙（コンビニ発行）、紙（保健センター窓口発行）の発行方法が利用できますが、
令和６年３月31日で電子版（スマホアプリ）、紙（コンビニ発行）が終了となります。必要な人はお早めにお手続き
ください。※電子版については、スマホアプリ自体がサービス停止となるため、必要な人は「この証明書を画像と
して保存」の機能を使って画像保存してください。

ワクチン接種コールセンターの閉鎖について

　公費での接種が終了することに伴い、ワクチン接種コールセンターも令和６年３月31日をもって閉鎖します。
ワクチン接種へのご理解、ご協力ありがとうございました。
　問い合わせ先については、下記のとおりですので、お間違えのないようにお願いします。
※３月30日（土）、31日（日）は通常休業日です。

３月29日まで ワクチン接種コールセンター ℡85-4402

４月１日から 中央保健センター ℡23-4400

大町市ワクチン接種コールセンター　電話：0261-85-4402
　　受付時間 月曜日～金曜日（祝日除く）　午前９時～午後４時
　　　　※お電話がつながりにくいことがありますが、ご了承ください。

※コロナワクチン接種に関することはお早めにお問い合わせください。時期により対応できなくなることがあります。
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犬の登録・狂犬病の予防注射　第１次
　生後90日を超えた犬は、生涯で１回の登録と
狂犬病の予防注射を年１回（６月30日までに）受
けることが法律で義務付けられています（行わ
なかった場合は、20万円以下の罰金に処されま
す）。市で集合注射を実施しますので、お近くの
会場で受けてください。犬の死亡や飼い主が転
居した場合は、登録変更の手続きをしてください。
■問い合わせ
　生活環境課環境衛生係　℡□市内線461・462

■費用

▽登録が済んでいる場合
　3,600円（注射料金3,050円、注射済票交付手

数料550円）

▽新規登録の場合
　6,600円（登録手数料3,000円、注射料金3,050

円、注射済票交付手数料550円）
※獣医師の訪問注射の場合
　上記の費用に加えて、別途訪問料が必要です。
■手続き　登録済みの飼い主には、３月下旬に

はがきを送付します。はがきと費用を持参の
上、お近くの会場にお越しください。はがき
を持参しないと、手続きに時間がかかる場合
があります。必ず持参してください。

■その他

▽第２次は、５月９日（木）に、第３次は、６月
２日（日）に実施します。会場と時間は「広報お
おまち４月号」でお知らせします。

▽狂犬病予防注射は動物病院でも受けることが
できます。注射済票の発行ができない病院も
ございますので、獣医師の指示に従ってくだ
さい。

4月１日（月）　常盤・社地区 時間
泉公民館 8:40～ 8:55
下一木中生活改善センター 9:00～ 9:05
清水公民館 9:15～ 9:20
常盤公民館 9:30～ 9:45
須沼公民館 9:55～10:00
沓掛駅前駐車場 10:05～10:10
宮本公民館 10:20～10:25
青島公園駐車場 10:35～10:40
館ノ内公民館 10:50～10:55
松崎公民館 11:05～11:10
神栄町公民館 11:20～11:25
アルプス囲碁村会館（旧社会会館跡地） 11:30～11:35
文化会館駐車場 11:40～11:50

4月８日（月）　大町・平地区 時間
市役所正面駐車場 8:30～ 8:45
ＪＲ信濃大町駅前市営駐車場 8:55～ 9:00
昭電グラウンド駐車場 9:10～ 9:20
高根町公民館 9:30～ 9:35
北原町公民館 9:40～ 9:45
かえで保育園跡地 9:55～10:05
旧俵町公民館跡地 10:10～10:15
大原団地集会所 10:25～10:30
ＪＲ簗場駅前 10:45～10:55
海の口公民館 11:05～11:10
平公民館東駐車場 11:20～11:30
借馬公民館 11:35～11:45
二ツ屋生活改善センター 11:50～11:55
温泉郷観光協会前 12:05～12:10
大町自動車教習所駐車場 12:20～12:25

4月12日（金）　八坂・美麻地区 時間
明野バス停 8:45～ 8:50
野平北集会所 9:20～ 9:25
石原バス停 9:40～ 9:45
小菅バス停 10:00～10:05
市八坂支所駐車場 10:15～10:25
切久保公民館 10:35～10:40
大塩大黒様 11:00～11:05
新行公民館 11:15～11:20
千見高齢者センター 11:35～11:40
ぽかぽかランド美遊 11:50～11:55
美麻トレーニングセンター 12:05～12:15

（第１次）

狂犬病予防集合注射の日程
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「こころの体温計」をご活用ください

第62期大和ハウス杯十段戦　　　
　　　５番勝負第３局大盤解説会

　これから４月にかけて卒業・入学・就職などで、親
しい人と別れ、新しい環境での生活が始まる人も多い
時期です。
　慣れない生活で緊張や疲れが、体や心のサインとし
て表れることがあります。また、身近な人にこのサイ
ンが見られたりいつもと何か違うなど、気になる様子
を感じることがあるかもしれません。
　そんな時に、パソコンやスマートフォンなどで容易
にメンタルチェックができるシステムが「こころの体
温計」です。
　電話での相談が苦手な人も、まずは、ご自分のここ
ろの状態を客観的に見る機会として利用していただけ
ればと思います。
　自身をチェックする本人モードでは、右の「結果画
面（例）」のようにストレス度や落ち込み度をチェック
することができます。ほかにも、家族モード、赤ちゃ
んママ、アルコールチェックの機能があります。　
　チェックをすることで、心身の健康や状態を把握で
きるほか、身近な相談先の案内も掲載されています。

■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線23-4400

　囲碁の七大タイトル戦の一つ「十段戦」第３局が今年も大町市で開催されます。市内での開催が今年で30回目と
なる春の風物詩です。
　会場ではプロ棋士による大盤解説会を行います。トップ棋士の気迫を間近で感じられる機会ですので、大勢の
皆さんの来場をお待ちしています。参加無料です。

第62期大和ハウス杯十段戦５番勝負第３局
■期日　４月４日（木）
■会場　ＡＮＡホリデイ・インリゾート信濃大町くろよん
■対局者　芝野虎丸・十段　対　井山裕太・王座
※午前10時から会場のモニターテレビで対局の様子を見ることができます。

大盤解説会
■会場　同ホテル　２階
■時間　午後１時30分～（随時開催）　※「次の一手クイズ」を行います。正解者にはプレゼントがあります。

■申し込み　３月28日（木）までに、①か②の方法でお申し込みください。
①申し込みフォームから。
②市ホームページにある申込書に必要事項を記入の上、郵送（必着）、ファクスまたはＥメールで、

アルプス囲碁村推進協議会へ。
■問い合わせ　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整係内）
　℡□市内線522　　23-4448　Ｅメールkikaku@city.omachi.nagano.jp

ねこ
社会的な
ストレス

黒金魚
対人関係の
ストレス

水の透明度
落ち込み度

水槽のヒビ
住環境の
ストレス
赤金魚
自分自身の
ストレス

石
その他の
ストレス

結果画面（例）

https://fishbowlindex.
jp/omachi/

申し込み
フォーム
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参
加
者
募
集

た
の
し
い
野
菜
づ
く
り
教
室

～
野
菜
づ
く
り
を
通
じ
て「
食
」の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
～

　
植
え
付
け（
種
ま
き
）か
ら
収
穫

ま
で
の
野
菜
づ
く
り
の
一
連
の
作

業
を
、
経
験
豊
富
な
指
導
員
の
下
、

実
際
に
体
験
で
き
ま
す
。
全
く
野

菜
を
つ
く
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心

者
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
流
で
栽
培

し
て
い
る
中
級
者
も
、
こ
の
機
会

に
野
菜
づ
く
り
の
達
人
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！ 

そ
の
場
で
ゆ
で
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
試
食
な
ど
も
行
い

ま
す
。

■
会
場　
た
か
ね
市
民
農
園　
南

農
場

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま

い
の
人　
先
着
30
人（
親
子
・
夫

婦
な
ど
の
参
加
も
可
）

■
学
べ
る
野
菜
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

床
作
り
、
追
肥
の
や
り
方
、
病
害

虫
防
除
、
正
し
い
間
引
き
方
、
支

柱
の
立
て
方
と
枝
の
誘
引　
な
ど

■
栽
培
す
る
野
菜　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ピ
ー
マ
ン
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
大

根
、
野
沢
菜　
な
ど

■
指
導
員　
森
山
尨ゆ

た
かさ

ん（
元
Ｊ

Ａ
大
北
農
業
技
術
指
導
員
）

■
費
用　
４
５
０
０
円　

※
材
料
費
な
ど
の
都
合
に
よ
り
追

加
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物　
軍
手
、
長
靴
、
帽
子
、

く
わ
、
は
さ
み
、
草
か
き
、
水
筒

※
農
作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
直
接
、

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
へ
。

■
そ
の
他

▽
無
農
薬
栽
培
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
れ
ま

す
。

▽
開
催
予
定
日
以
外
に
臨
時
教
室

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
週
に
一
回
程
度
、
水
や
り
当
番

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

■日時　午前９時～11時
　（７・８・９月は午前８時～）

1 ４月 ６日 （土）
2 ４月 20日 （土）
3 ５月 ４日 （土）
4 ５月 25日 （土）
5 ６月 ８日 （土）
6 ６月 22日 （土）
7 ７月 ６日 （土）
8 ７月 20日 （土）
9 ８月 ３日 （土）
10 ８月 17日 （土）
11 ８月 31日 （土）
12 ９月 14日 （土）
13 10月 ５日 （土）
14 10月 26日 （土）

　
今
年
の
冬
は
、
暖
冬
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
雪
が
降
り
寒
さ
も
厳
し
く
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
月
４
日
に
ス
ケ
ー
ト
大

会
が
、
６
年
ぶ
り
に
西
公
園
の
特
設
リ

ン
ク
で
開
か
れ
、
子
ど
も
や
ベ
テ
ラ
ン

選
手
が
、
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
た
氷
の

上
を
滑
走
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
11
日
に
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
が
、
３
年
ぶ
り
に
鹿
島
槍

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
80
人
を
超
え

る
選
手
が
大
回
転
の
レ
ー
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
。冬
の
大
町
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー

ツ
が
、
市
民
の
健
康
増
進
に
大
い
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
さ
て
、
能
登
で
は
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
町
市
と

同
様
に
、北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
総
合
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
携
わ
り
、
奥
能
登
国

際
芸
術
祭
に
取
り
組
む
珠
洲
市
に
対
し
、

市
立
大
町
総
合
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
緊
急
消

防
援
助
隊
が
急
行
し
て
活
動
を
展
開
し
、

市
で
は
民
間
団
体
の
協
力
で
飲
料
水
を

空
輸
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
閉
幕
し
た
芸
術
祭
の
多

く
の
作
品
も
損
壊
を
免
れ
ず
、
北
川
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
メ
デ
ィ
ア
で
被
災

地
へ
の
思
い
を「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
に

足
を
運
ん
だ
こ
と
の
あ
る
多
く
の
人
か

ら
、
心
配
や
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
実
際
に
珠
洲
を
歩
い
た
人

た
ち
の
被
災
地
に
対
す
る
心
の
寄
せ
方

に
は
現
実
感
が
あ
る
。
今
後
も
芸
術
祭

を
き
っ
か
け
と
し
た
人
と
人
、
人
と
土

地
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
」と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
芸
術
祭
の
参
加

作
家
の
皆
さ
ん
は
、
土
地
の
魅
力
を
表

現
す
る
作
品
の
制
作
過
程
で
、
触
れ
合

い
や
協
働
に
よ
っ
て
人
と
人
の
強
い
つ

な
が
り
が
で
き
、
集
落
の
方
々
と
連
絡

を
取
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
珠
洲
市
が
芸
術

祭
を
通
じ
て
培
っ
た
多
く
の
人
と
の
結

び
付
き
が
、
今
、
こ
の
地
域
を
思
う
心

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
支
援
に
表

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
は
、
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ア
ー
ト
の
力
で
解

決
す
る「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」と
位
置

付
け
て
お
り
、
開
催
目
的
の
一
つ
に
は

「
市
民
参
加
を
地
域
づ
く
り
の
原
動
力
と

す
る
」と
掲
げ
て
い
ま
す
。
珠
洲
市
の
よ

う
に
、
芸
術
祭
に
よ
り
作
家
や
来
訪
者

と
関
わ
り
を
深
め
、
多
く
の
人
と
深
く

触
れ
合
う
機
会
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
鑑
賞
に
ア
ー
ト

会
場
を
巡
る
こ
と
に
加
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
作
品
制
作
や
会
場
の
運
営
に

ご
参
画
い
た
だ
い
た
り
、
飲
食
店
や
商

店
な
ど
の
経
営
を
通
じ
て
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

牛
越
で
す

こ
ん
に
ち
は

牛
越
で
す
【第162回】
能登半島地震と
国際芸術祭

大町市長
牛越 徹
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に

基
づ
き
、
農
地
の
農
業
上
の
利
用

の
増
進
や
利
用
関
係
の
調
整
な
ど

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
賃

借
料
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
～
12
月
１
日
に

締
結（
公
告
）さ
れ
た
市
内
の
賃
借

料
を
基
に
、
地
域
別
の「
大
町
市

水
田
賃
借
料
の
平
均
額
に
関
す
る

情
報
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
農
地
の
貸
借
を
行
う
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
貸
借
を
行
う
場
合
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
契
約

を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
委
員
会
か
ら
水
田
な
ど

大町市水田賃借料の平均額に関する情報  （金額は田10アール当たり、100円未満切り捨て）

Ｒ５ 過去５年間の平均額推移
平均額 集計筆数 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

大町地区 5,700円 259件 6,200円 6,000円 6,000円 5,900円 5,300円

平地区（※1） 5,700円 611件 6,100円 6,000円 5,500円 5,800円 5,100円

平地区北部（※2） 2,900円 45件 4,400円 3,500円 3,800円 3,800円 3,300円

常盤地区 8,600円 278件 9,900円 10,500円 9,900円 9,800円 9,700円

社地区 4,700円 163件 7,900円 7,200円 6,500円 5,400円 5,300円

八坂地区 ― 6件 5,200円 5,200円 5,000円 6,100円 3,700円

美麻地区 1,900円 45件 4,200円 4,200円 2,000円 2,500円 1,700円

▽「平均額」は賃貸借契約において参考としていただくための目安であり、農地の形状やあぜの状況など実情
により当事者間で協議のうえ決定してください。

▽上記金額は、令和５年１月～12月１日の間に契約された実勢価格の平均額です（物納の場合を除く）。

▽基盤整備の有無による区分はしていません。

▽集計筆数が少ない場合、平均額が参考値として適当でないことがあります。

▽八坂地区につきましては、使用賃借による取引のみでした。

　
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
老

後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。
農

業
者
年
金
制
度
は
、
幅
広
い
農

業
者
が
安
心
し
て
加
入
で
き
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
有
利
な
制

度
で
す
。

加
入
資
格

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人制

度
内
容

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

　
保
険
料
は
、
月
額
２
万
～
６

万
７
０
０
０
円
の
間
で
、
千
円

単
位
で
加
入
者
が
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状
況

や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、
い

つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▽
税
制
面
の
優
遇
措
置（
社
会

保
険
料
控
除
）

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き

　
年
金
は
生
涯
保
証
さ
れ
ま
す
。

仮
に
、
加
入
者
が
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在

価
値
相
当
額
が
、
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
賃
借
料
情
報
」

の
お
知
ら
せ

※１　海の口以北、鹿島、源汲、
　　　中花見、温泉郷を除く
※２　海の口以北、鹿島、源汲、
　　　中花見、温泉郷
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令
和
４
年
の
秋
か
ら
大
町
温
泉
郷
の

「
薬
師
の
湯
」の
す
ぐ
そ
ば
の
田
ん
ぼ
を

お
借
り
し
て
、
い
ち
ご
農
園
を
開
業
し

ま
し
た
。
東
京
都
三
鷹
市
と
の
二
拠
点

生
活
で
就
農
準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、

こ
の
冬
か
ら
夫
婦
二
人
で
完
全
移
住
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
町
に
来
た
当
初
は
、「
果
た
し
て

こ
の
地
で
い
ち
ご
農
家
に
な
れ
る
の

か
？
」と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

偶
然
出
会
っ
た
地
主
さ
ん
の
ご
厚
意
で

田
ん
ぼ
を
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

研
修
先
も
紹
介
し
て
も
ら
い（
大
鹿
村

と
横
浜
で
し
た
）、
な
ん
と
か
い
ち
ご

農
家
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
就
農
一
年
目
は
、「
想
定
外
の
連
続
」

だ
と
い
う
こ
と
は

覚
悟
し
て
い
た
つ

も
り
で
は
い
ま
し

た
が
、
そ
の
想
定

外
の
多
さ
、
大
き

さ
が
な
か
な
か

「
想
定
外
」で
、
大

変
な
一
年
で
し
た
。

ハ
ウ
ス
・
設
備
の

工
事
中
で
は
、
埋

ま
っ
て
い
る
石

（
岩
石
？
）と
の
闘

　
大
町
市
農
業
委
員
会
は
、
発

足
以
来
70
年
の
歴
史
が
あ
り
、

令
和
６
年
４
月
８
日
を
も
ち
ま

し
て
第
24
期
が
任
期
満
了
と
な

り
、
第
25
期
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
農
業
者
お
よ
び
関
係

団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
が

農
地
の
権
利
移
動
を
許
可
す
る

審
議
、
県
へ
意
見
の
具
申
、
ま

た
農
業
情
勢
の
変
化
を
背
景
に

農
地
の
利
用
集
積
、
遊
休
化
防

止
等
々
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昭
和
、
平
成
そ
し
て
令
和
へ

と
変
動
の
時
代
に
適
応
さ
れ
て

き
ま
し
た
歴
代
の
会
長
を
は
じ

め
、
委
員
の
皆
様
の
英
知
と
努

力
そ
し
て
関
係
各
位
の
ご
指
導

と
ご
支
援
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
は
国
際
情
勢
の

不
安
定
化
と
円
安
に
よ
る
生
産

資
材
の
高
騰
、
高
止
ま
り
が
続

き
、
農
業
経
営
を
大
き
く
圧
迫

し
、
厳
し
さ
が
益
々
増
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
３
年
以
上
も
の

長
期
に
わ
た
り
感
染
症
で
多
大

い
、
栽
培
中
は
害
虫
と
、
授
粉
用
の
蜂

の
巣
を
狙
う
熊
と
の
闘
い
に
、
特
に
難

儀
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
主
さ
ん

や
近
隣
の
方
、
先
輩
農
家
さ
ん
、
市
や

県
の
担
当
の
方
な
ど
か
ら
の
多
大
な
支

援
の
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
地
主
さ
ん

は「
温
泉
郷
を
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
ら
」

と
、
事
あ
る
ご
と
に
力
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
皆
様
の
ご
厚

意
な
く
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着

け
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
本
当
に
感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
で
す
。

　
手
掛
け
て
い
る
の
は
、
夏
秋
ど
り
の

い
ち
ご「
サ
マ
ー
リ
リ
カ
ル
」と「
信
大

Ｂ
Ｓ
８

−

９（
通
称
信
大
い
ち
ご
）」で

す
。
ど
ち
ら
も
信
州
ゆ
か
り
の
品
種
で

す
。
出
荷
先
は
ほ
ぼ
業
務
用
途
出
荷

（
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
需
要
）で
す
が
、
い
ず

れ
は
農
場
の
一
部
を
観
光
農
園
化
し
て

先
述
の
地
主
さ
ん
の
期
待
に
応
え
、
温

泉
郷
を
盛
り
上
げ
て
い
く
一
助
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
の
風
と
天
然
水
で
磨
か

れ
た
お
い
し
い
夏
い
ち
ご
を
、
地
元
の

方
や
観
光
に
訪
れ
た
方
々
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
日
々
技
術
研
さ
ん
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
未
だ

傷
跡
は
深
く
、
計
り
知
り
え
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ

そ
、
農
業
委
員
会
で
は
地
域
に

根
差
し
た
農
業
の
発
展【
地
域

計
画
】と
経
営
安
定
化
に
資
す

る
取
り
組
み
を
進
め
、
活
性
化

に
寄
与
す
べ
き
で
あ
る
と
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
つ
の
節
目
と
し
ま

し
て
、
農
業
委
員
会
に
課
せ
ら

れ
ま
し
た
課
題
と
責
務
を
認
識

し
、
信
頼
さ
れ
る
農
業
委
員
会

を
目
指
し
こ
れ
か
ら
の
事
業
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
大
町
市
の
輝
か
し

い
未
来
そ
し
て
、
農
業
の
発
展

に
共
に
歩
ま
れ
ま
す
皆
様
の
ご

繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
町
温
泉
郷
　
ア
ル
プ
ス
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

代
表
　
長
谷
川
隆
之
・
奈
美
さ
ん

大
町
市
農
業
委
員
会
長　

伊
藤
宏
昭

ご
あ
い
さ
つ

第
二
十
五
期
発
足
に
向
け
て

新規就農者を紹介します！

農業委員会だより
第16号

発行日：令和６年３月１日
大町市農業委員会

大町市大町3887
℡□市内線641

撮影：柏原清
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縄
文
に

思
い
を
馳
せ
て

農
業
委
員
　
降
幡
順
治

　
日
本
の
縄
文
の
歴
史
に
お
い
て
、

私
が
学
校
で
習
っ
た
内
容
と
最
近

の
研
究
結
果
と
は
か
な
り
の
違
い

が
あ
る
ら
し
い
で
す
。
縄
文
時
代

か
ら
弥
生
時
代
へ
の
遷
移
に
つ
い

て
、
以
前
は
大
陸
か
ら
の
人
々
と

共
に
稲
作
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
、

そ
れ
が
弥
生
時
代
の
始
ま
り
だ
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

新
の
研
究
で
は
縄
文
時
代
、
既
に

稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
縄
文
時

代
と
弥
生
時
代
の
文
化
や
社
会
構

造
の
変
化
も
、
以
前
よ
り
も
緩
や

か
で
あ
っ
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
縄
文
時
代
の
美
的

感
覚
が
注
目
を
浴
び
、
特
に
縄
文

式
土
器
・
土
偶
な
ど
は
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
縄
文
人
の
骨
な
ど
の
調
査
か

ら
戦
闘
の
痕
跡
が
見
当
た
ら
な
い

そ
う
で
す
。
な
の
で
、
世
界
に
類

を
見
な
い
平
和
な
時
代
だ
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
作
に
は
付
随
し
た
多
様
な
技

術
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
均
平
な

ほ
場
作
り
は
も
と
よ
り
あ
ぜ
作
り

や
か
ん
が
い
技
術
な
ど
、
稲
作
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
要
素

が
あ
り
ま
す
。
特
に
中
山
間
地
に

お
い
て
は
石
組
み
の
あ
ぜ
作
り
な

ど
特
殊
な
技
術
も
必
要
で
す
。
さ

ら
に
全
国
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
土
地
条
件
に
よ
り
、
稲
作
の

技
法
付
随
す
る
技
術
が
異
な
る
こ

と
が
、
弥
生
以
後
富
の
集
中
が

あ
っ
て
も
奴
隷
が
存
在
し
な
い
一

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
山
を
焼
き
払
い

　
農
業
委
員
会
で
は
、
研
修
視
察

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
人
口
が

大
町
市
と
同
じ
く
ら
い
の
市
町
村

を
探
し
た
と
こ
ろ
、
該
当
都
市
と

し
て
壱
岐
市
が
あ
が
り
、
さ
ら
に

新
規
就
農
者
と
認
定
農
業
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
研
修
視
察
先
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
壱
岐
市
の
面
積
は
大
町
市
の
４

分
の
１
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
郷
ノ

浦
町
・
勝
本
町
・
芦
辺
町
・
石
田

町
の
合
併
に
よ
り
市
制
と
な
り
、

今
回
は
芦
辺
町
を
中
心
に
研
修
し

て
き
ま
し
た
。
壱
岐
市
は
温
暖
な

気
候
で
、
肉
用
牛
、
水
稲
、
葉
タ

バ
コ
が
主
幹
作
物
で
、
い
ち
ご
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
メ
ロ
ン
な
ど
の

施
設
園
芸
や
小
菊
な
ど
の
花
き
類

も
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
で
は
、
県
営
ほ
場
整
備
事

業
に
よ
り
集
落
の
農
地
集
積
の
組

織
化
と
低
コ
ス
ト
農
業
を
目
指
す

た
め
、
大
型
農
業
機
械
の
導
入
を

し
ま
し
た
が
、
１
品
種
に
集
中
し

て
い
た
た
め
、
収
穫
体
系
や
共
同

乾
燥
施
設
利
用
の
集
中
、
気
象
災

害
の
回
避
な
ど
の
面
か
ら
問
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
水
稲
高
温
耐
性

品
種
の
普
及（
３
品
種
）に
よ
り
、
熟

成
期
分
散
が
で
き
、
刈
り
取
り
時

期
を
ず
ら
す
な
ど
、
経
営
の
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ち

ご
の
栽
培
に
お
い
て
は
写
真
に
も

あ
り
ま
す
が
、
作
業
姿
勢
が
楽
な

高
設
ベ
ン
チ
栽
培
を
導
入
す
る
な

ど
、
労
働
時
間
負
荷
軽
減
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
、
出
荷
先
は
福

岡
市
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
ハ

ウ
ス
化
に
移
行
し
、
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
の
後
作
ハ
ウ
ス
や
遊
休
ハ
ウ
ス

で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
な
ど
、

産
地
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
で
は
牛
が
７
千
頭
ほ
ど

で
、
島
内
で
発
生
し
て
い
る
焼
酎

粕
を
飼
料
と
し
て
活
用
す
る
エ
コ

フ
ィ
ー
ド（
食
品
廃
棄
物
を
利
用

し
て
製
造
さ
れ
た
家
畜
用
飼
料
）

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛

糞
を
肥
料
と
し
て
野
菜
の
栽
培
に

利
用
す
る
な
ど
、
地
域
資
源
の
有

効
活
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
壱
岐
市
内
の
若
手
農
業
者
で
構

成
さ
れ
た
会
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
や
先
進
視
察
な
ど
を
通
じ
て

技
術
向
上
や
新
た
な
知
見
の
習
得

に
努
め
、
農
業
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
や
県
と
市
が
連

携
し
て
集
落
営
農
法
人
・
集
落
営

農
組
織
・
認
定
農
業
者
・
新
規
就

農
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
し
て
も
、
高
齢
化
と
農
業

離
れ
で
、
島
の
外
か
ら
人
を
呼
ん

で
も
、
結
果
が
伴
わ
な
い
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
壱
岐
は
太
古
よ
り
限
ら
れ
た
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
経

営
の
向
上
を
目
指
し
て
効
率
化
を

図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

農
業
委
員
会
で

　
研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

農
業
委
員　

栗
林　
学

壱岐市農業委員会での研修

いちごハウス見学
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農業委員会だより

緩
や
か
な
丘
で
あ
れ
ば
種
を
蒔
い

て
収
穫
で
き
る
西
洋
の
麦
文
化
と

異
な
り
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
熟

知
し
て
い
る
農
民
が
他
地
域
に
連

れ
て
行
か
れ
る
こ
と
が
無
い
こ
と

が
、
あ
る
意
味
日
本
に
奴
隷
制
度

が
根
付
か
な
か
っ
た
一
因
だ
と
思

う
の
で
す
。
こ
の
狭
い
大
町
で
す

ら
地
区
に
よ
っ
て
ほ
場
の
状
態
は

千
差
万
別
で
す
。
現
代
で
さ
え
も

私
が
九
州
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い

き
な
り
稲
作
を
し
な
さ
い
と
言
わ

れ
て
も
そ
の
地
域
の
特
性
を
理
解

す
る
ま
で
に
は
数
年
は
か
か
る
と

思
い
ま
す
。

　
現
状
は
大
規
模
農
家
が
稲
作
を

支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も

が
認
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
活
用
し
た
自
動
運
転
な
ど
素

晴
ら
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
稲
作
、
そ

れ
に
付
随
し
た
多
様
な
技
術
も
重

要
視
さ
れ
て
も
良
い
と
思
う
の
で

す
。
技
術
の
伝
承
と
い
う
観
点
か

ら
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
を
支
え
て
い
く
に
は
農
家
へ
の

支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
多
様
な
稲
作
技
術
を
守
る
意

味
で
も
手
仕
事
が
残
る
小
規
模
、

中
規
模
の
農
家
も
一
定
の
割
合
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化
に

よ
り
農
家
が
激
減
し
供
給
が
追
い

農地の無断転用は農地法違反です！

　農地を住宅等建物の敷地、資材置場、駐
車場など、農地以外の用途に利用する場
合は、一時的なものも含め許可が必要です。
違反すると罰せられる場合があります。詳
しくは、農業委員会事務局にお問い合わせ
ください。

付
か
な
い
時
代
に
な
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
考
え
た
時
に
大
規
模
農
家
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
小
規
模
、
中
規
模
、

兼
業
農
家
な
ど
へ
の
支
援
が
今
後

の
日
本
の
農
業
に
食
糧
の
自
給
を

考
え
る
う
え
で
も
不
可
欠
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
若
い
新
規

就
農
者
を
支
援
し
、
さ
ら
に
は
定

年
退
職
後
の
農
家
、
既
存
の
兼
業

農
家
を
増
や
す
た
め
に
も
更
な
る

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
作
り
手
に
は
縄
文

の
息
吹
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

「
地
域
計
画
」策
定
で

農
地
の
適
正
利
用
を

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
降
旗
隆
男

　
皆
さ
ん
は
、
地
域
計
画
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
地
域
で
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
作
成
し
実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本

格
化
に
よ
り
農
業
者
の
高
齢
化
が

急
加
速
す
る
こ
と
に
加
え
、
担
い

手
農
家
を
は
じ
め
、
小
規
模
農
家

の
大
量
リ
タ
イ
ヤ
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
大
町
市
で
も
２
０
３
５
年
に

は
農
業
の
働
き
手
で
あ
る
基
幹
的

農
業
従
事
者
数
は
、
約
７
割
が
85

歳
超
と
な
り
、
今
よ
り
７
割
減
の

２
３
８
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
耕
作
放
棄
地

が
急
増
し
、
地
域
の
農
地
が
適
切

に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
昨
年
４

月
に
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ

り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を「
地
域
計
画
」と
し
て

法
律
に
定
め
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
に
市
町
村

に
よ
る
計
画
策
定
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
の
農
地
を
誰
が
利
用

し
、
農
地
を
ど
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
く
か
、

地
域
農
業
を
ど
の
よ
う

に
維
持
・
発
展
し
て
い

く
か
な
ど
を
地
域
の
農

業
者
や
関
係
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
話
し

合
い
を
進
め
、
こ
れ
ま

で
地
域
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
守
り
続
け
て
き
た

農
地
を
、
次
の
世
代
に

着
実
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
目
指
す
べ
き「
地
域
農

業
の
在
り
方
」に
つ
い
て
明
確
化

す
る
と
と
も
に
、
概
ね
10
年
後
の

農
地
の
耕
作
者（
担
い
手
、
兼
業
、

半
農
半
Ⅹ
農
家
な
ど
）を
示
す「
目

標
地
図
」を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
大
町
市
農
業
委
員
会
で
は
、
近

い
将
来
の
農
地
利
用
の
地
図
の
素

案
作
成
を
行
い
ま
す
。
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
昨
年
８
月
か
ら
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
一
筆
毎

の
農
地
利
用
の
状
況
調
査
を
実
施

し
、
こ
れ
を
基
に
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
将
来
の
営
農
に
関
す
る
意
向

な
ど
を
お
聞
き
し
、
今
年
度
末
を

め
ど
に
作
成
を
進
め
ま
す
。
な
お
、

こ
の
計
画
は
毎
年
見
直
し
を
行
う

事
に
よ
り
、
農
地
の
適
正
利
用
を

高
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
計
画
策
定
後
の
令
和
７

年
４
月
か
ら
は
、
市
町
村
が
実
施

し
て
い
る「
利
用
権
設
定
等
促
進

事
業（
相
対
事
業
）は「
農
地
中
間

管
理
事
業
」に
一
本
化
さ
れ
、
地

域
計
画
に
沿
っ
た
賃
貸
を
行
う
方

向
に
変
わ
り
ま
す
。
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　大町市創業支援協議会 生涯現役環境づくり部会は、大町市内の公共的団体が協力し厚生労働省の委託事業であ
る「生涯現役地域づくり環境整備事業」を受託し、事業活動を実施する組織です。
　生涯現役を目指す皆さんが年齢に関わらず地域社会に参加し、社会に貢献できる高齢化社会対応型の地域環境
を通じた「大町市の地域づくり」推進を目的として活動しています。

仕事がしたい
おおむね60歳以上の市民および大町市への
移住･定住をお考えの皆さんを対象に大町
市内を就業地とする求人の案内、シルバー
人材センターへの登録方法など、お仕事探
しを支援いたします。

創業･起業を考えている
大町市内にて起業・創業をお考えの
皆さんに対し、世代・年齢に関係なく、
無料の相談窓口にて準備のプロセス
や地域独自の支援制度などをご案内
いたします。

ボランティアに参加してみたい
ボランティア活動への参加を希望する皆さんに対し、
世代・年齢に関係なく、大町市内で必要とされている
ボランティア案件や応募窓口をご案内いたします。

生きがいづくりを
探したい

同じ趣味・興味を持つ仲間
と一緒に活動する市民活動
の情報や楽しく学ぶ「長野
県シニア大学」への参加情
報を提供いたします。

大町市創業支援協議会 生涯現役環境づくり部会
大町市生涯現役相談センター
℡85-4755
　85-4756
Eメール  info@omachi-geneki.org
URL  https://www.omachi-geneki.org/

シニア世代の活躍を応援します！

大町市生涯現役相談センターをご利用ください。
まずは、お電話で・・・℡85-4755

平日  午前９時～午後４時 30 分

こんなお悩み、ご相談ください。
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進学・進級時における
少年の非行防止・犯罪被害防止

 

こどもの問題行動などは見逃さない！
～子どもの問題行動は周囲へのＳＯＳ～

　進学・進級の時期は、生活環境や交友関係の変化などにより、子どもは不
安やストレスを抱えやすくなるほか、スマートフォンの取り扱いを巡るトラ
ブルに巻き込まれやすい時期となります。
　大人は、子どもの問題行動や変化を見逃さずに、早めに対応しましょう。

※非行問題、家庭問題、学校問題、交友関係など、少年問題に関する警察・関係機関への相談は、

大町警察署　℡22-0110、大町市青少年センター　℡□市 内線625
少年相談電話（ヤングテレホン）　℡026-232-4970（警察本部・24時間対応）へ。

　フィルタリングの設定と家庭でのルール作りを！
～ＳＮＳには危険がいっぱい～

　ＳＮＳは、インターネットの匿名性や不特定多数の者に対して、瞬時に連絡を取ることができる特
性を有することから、児童買春や児童ポルノなどの違反行為の温床となりやすい状況がうかがえます。
　また、子どもが目先の利益を手に入れるため、犯罪グループがＳＮＳなどで実行犯を募集する、い
わゆる「闇バイト」に安易に応募し、重大な犯罪に加担してしまうことも大きな問題となっています。

子どもたちを有害環境や犯罪被害から守るため、次の２つを実践しましょう！

❶子どもが使用するスマートフォンには「フィルタリング設定」をする。
※フィルタリングの設定は、スマートフォン契約時に店頭で実施してもらえます。

❷家庭でＳＮＳ利用の「ルール作り」をする。
※家庭で作るＳＮＳ使用上のルールの一例

▽個人が特定される情報は書き込まない。

▽利用時間を決める（時間数の上限、時間帯）

▽知らない人と電話やメール、メッセージの交換はしない。

▽下着姿などのプライベートな写真を興味本位でやりとりしない。

令和6年3月発行
（第16号）
大町警察署

大北防犯協会連合会
℡22-0110

大町地区防犯協会

保護者の皆様へ
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生涯学習
T
O

P
I
C
S

と
き
め
き
マ
イ
・
シ
テ
ィ
ー

募集
令和６年度長野県シニア大学　学生
大北学部　一般コース

■受講期間　２年間
■学習日数　年間15日程度
　　　　※５月から翌年２月まで月１～２日
■学習時間　１日４時間
　　　　※おおむね午前10時～午後３時
■会場　大町合同庁舎　講堂　他
■講座内容

地域づくり
講座

ボランティア活動、
地域活動の進め方など

教養講座
郷土の歴史、生きがいづくり、
自然環境など

「信濃木崎夏期大学」の聴講

趣味・健康・
交流講座

創作実技（クラブ活動）、
健康づくりなど

■募集人数　40人
■授業料　12,000円／年
　　　　※他に教材費などが必要です。

長野学部　専門コース
■受講期間　１年間
■会場　長野市内
■対象　地域課題を解決する専門的なスキルを身に

付け、実践者として活動しようとする人
■募集人数　30人（全県対象）
■授業料　26,000円／年

※他に自主活動に要する経費が必要となる
場合があります。

共通事項
■入学資格　おおむね50歳以上の県内在住者
■入学案内（願書）の配付場所

▽長野県シニア大学大北学部事務局
　（大町保健福祉事務所福祉課）

▽市福祉課高齢者・包括支援係
■申し込み　３月31日（日）までに、入学願書に必

要事項を記入の上、郵送（消印有効）または
直接、入学案内（願書）の配付場所へ。

■問い合わせ

▽大町保健福祉事務所福祉課社会係　℡23-6507

▽福祉課高齢者・包括支援係　℡□市内線415

６
年
ぶ
り
の
市
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開
催

　
２
月
４
日
、
大
町
市
民
ス
ケ
ー

ト
大
会
が
西
公
園
ス
ケ
ー
ト
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
や
温
暖
化
の
影
響
で
、
平
成
30

年
２
月
以
来
６
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
当
初
１
月
28
日
に

開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
延
期

に
よ
り
出
場
で
き
な
く
な
っ
た
選

手
も
い
て
、
出
場
選
手
が
少
な
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
観
戦
者

の
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
に
よ
り
、

久
し
ぶ
り
の
大
会
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
暖
冬
の
影
響
で
例
年

の
４
分
の
１
の
コ
ー
ス
設
定
に
な

り
ま
し
た
が
、
小
学
１
年
生
か
ら

73
歳
ま
で
の
選
手
が
タ
イ
ム
を
競

い
滑
走
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ナ
ー
が
多
い
た
め
、
長
年

滑
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
選
手
も
曲

が
る
の
に
て
こ
ず
る
様
子
が
う
か

が
え
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の
観

戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
金
原
旭
君（
小
学
３

年
生
）は「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
滑

り
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
昭
和
62
年
の
様
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面
が
凍
結
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
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山岳博物館 大町図書館

大町公民館

「家庭の日」に伴う入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物
館では「家庭の日」とその前日の土曜日、大町市
民の入館料が無料と
なります。その他の
長野県民は入館料が
割引となります。こ
の機会にぜひご来館
ください。申し込み
不要です。

■期日（３月）　３月16日（土）・17日（日）
■対象　大町市民、長野県民
■その他　来館時に住所が分かるものをご提示

ください。
■問い合わせ　
　山岳博物館　℡・有線22－0211

「和とじ本を作ろう！」
　和とじ本とは、重ねた紙の束の右側に小
さい穴を開けて、糸でとじていく日本の伝
統的な製本法で作られた本のことです。ホ
チキスや合成のりは使用しないので、長期
の保存に適しているといわれています。
　針と糸を使って、自分だけの特別な本を
作ってみましょう。参加無料です。

■日時　３月24日（日）　午後１時30分～
３時

■会場　大町図書館　２階　会議室
■対象・定員　小学５年生以上　先着10人
■申し込み　３月１日（金）から、電話また

は直接、大町図書館へ。
■問い合わせ
　大町図書館　℡・有線21－1616

日本語を勉強してみよう！
　毎週水曜日の午後７時～９時、大町公民館（文
化会館）で「外国人のための日本語教室」を開催
しています。受講料は無料です。
　一緒に勉強してみませんか？

℡22-9988

Let's learn Japanese!
　We have lessons at Omachi Community 
Center (Culture Hall) every Wednesday 
(7:00 p.m.–9:00 p.m.). It's free.
　Won't you join us?

℡22-9988

募集　日本語教室講師ボランティア
　毎週水曜日に開催している「外国人のための日本語教室」の講師ボランティア
を募集します。特別な資格や外国語の会話能力は不要です。いろいろな国の人
と友達になりませんか。希望者向けの説明会を開催しますので、ご参加ください。

■説明会

▽日時　３月27日（水）　午後７時～

▽会場　大町公民館（文化会館）　２階　学習室
■その他　説明会後も応募は随時受け付けます。

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線22-9988

日本語教室
ホームページ
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募集

募集

募集

お知らせ

在
宅
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
者

　
市
で
は
、
次
の
在
宅
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　
保
健
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
、
視
能
訓
練
士

■
勤
務
先　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格　
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
が
あ

る
人

■
主
な
業
務
内
容

▽
保
健
師　
乳
幼
児
健
診
、
特
定
健
診

な
ど
の
保
健
指
導

▽
看
護
師　

乳
幼
児
健
診
な
ど
の
計

測
・
診
察
介
助
他

▽
歯
科
衛
生
士　
乳
幼
児
健
診
な
ど
の

歯
科
保
健
指
導

▽
視
能
訓
練
士　
３
歳
児
健
診
、
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
視
力
・
眼
位

検
査

■
賃
金　
１
回
３
０
０
０
円（
２
時
間

以
内
、
２
時
間
以
降
は
職
種
別
時
給
を

加
算
）

■
採
用　
４
月
か
ら
必
要
に
応
じ
て
随

時※
勤
務
の
時
間
帯
や
曜
日
は
希
望
に
応

じ
ま
す
。

■
申
し
込
み　
３
月
22
日(

金)

ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
資
格
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
、
郵
送（
当
日
消
印
有

効
）ま
た
は
直
接
、中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
１
０
５
８

－

１
３

大
北
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生

　
大
北
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

電
子
計
算
機
科（
パ
ソ
コ
ン
）

初
心
者
コ
ー
ス

■
日
時　
４
月
～
９
月　
毎
週
月
曜
日

　
全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
費
用　
３
万
９
８
０
０
円

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
コ
ー
ス

■
日
時　
４
月
～
９
月　
毎
週
水
曜
日

　
全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
費
用　
３
万
９
８
０
０
円

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科（
外
国
語
）

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
入
門
編
）

■
日
時　
４
月
～
６
月　
毎
週
火
曜
日

全
10
回　
午
後
２
時
～
４
時

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
基
礎
編
）

■
日
時　
４
月
～
６
月　
毎
週
水
曜
日

全
10
回　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

韓
国
語
コ
ー
ス（
入
門
編
）

■
日
時　
４
月
～
６
月　
毎
週
月
曜
日

　
全
10
回　
午
後
２
時
～
４
時

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

共
通
事
項

■
申
し
込
み　
３
月
29
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
北
高
等
職
業
訓

練
校
へ
。

■
そ
の
他　
最
低
催
行
人
数
は
５
人

■
問
い
合
わ
せ

大
北
高
等
職
業
訓
練
校

℡
２
２
・
２
０
５
０

「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
補
助
金
審
査
員

　
市
で
は「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

事
業
」補
助
金
の
令
和
６
年
度
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
２
人
程
度

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
民
で
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

※
令
和
６
年
度
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
事
業
補
助
金
を
申
請
す
る
団
体
の
構

成
員
を
除
き
ま
す
。

■
任
期　
４
月
～
令
和
７
年
３
月

■
会
議　
年
４
回
程
度

■
報
酬　

▽
１
日　
６
３
０
０
円

▽
半
日　
３
８
０
０
円

■
申
し
込
み　
３
月
14
日（
木
）ま
で
に
、

応
募
動
機
と「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」に
対
す
る
考
え
を
任
意
の

用
紙
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送（
必
着
）、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
□市
内
線
８
３
１

〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

Ｅ
メ
ー
ルshim

inkatsudou@
city.

om
achi.nagano.jp

「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
最
終
報
告
会

　
令
和
５
年
度
に「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
事
業
」の
補
助
を
受
け
た
11
団

体
の
皆
さ
ん
が
、
１
年
間
の
活
動
を
発

表
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
様
子
や
、
市
民
活
動

を
知
る
大
変
良
い
機
会
で
す
。
申
し
込

み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
３
月
16
日（
土
）　
午
後
１
時

■
会
場　
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
□市
内
線
８
３
１
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春
ま
き
用
堆
肥
販
売

　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
春
ま
き
用

堆
肥
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
農
業
事
業
者
向
け
に
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

※
市
内
農
業
事
業
者
向
け
に
販
売
す
る

堆
肥
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売

後
の
余
剰
分
で
す
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売

　
購
入
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
の

上
、
販
売
当
日
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
13
日（
土
）　
午
前
８
時
～

■
会
場　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
八
坂
・

三
原
）

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

■
販
売
数　
申
し
込
み
者
全
員
に
販
売

■
費
用　
２
０
０
０
円
／
台

■
申
し
込
み　
３
月
４
日（
月
）～
22
日

（
金
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生
活
環

境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

■
注
意
事
項

▽
１
世
帯
１
台
ま
で
で
す
。

▽
販
売
当
日
は
、
送
付
す
る
整
理
券
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
中
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
あ
お

り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

市
内
農
業
事
業
者
向
け
販
売

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売
の
余
剰

分
を
市
内
農
業
事
業
者
向
け
に
先
着
順

で
販
売
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
す
る
事

業
者
は
、
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
販
売
期
間　
４
月
15
日（
月
）～
５
月

２
日（
木
）の
間
で
、
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー

と
調
整

■
会
場　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
市
内
の
農
業
事
業
者

■
販
売
数　
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販

売
後
の
余
剰
分
の
た
め
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

■
費
用　
７
５
０
０
円
／
台

■
申
し
込
み　
３
月
25
日（
月
）～
４
月

５
日（
金
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生

活
環
境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

■
注
意
事
項

▽
市
内
の
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

▽
販
売
は
申
し
込
み
先
着
順
と
し
、
１

事
業
者
当
た
り
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
ま

で
と
し
ま
す
。

▽
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
も
可
能
で

す
。

▽
運
搬
中
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
あ
お

り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
□市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

春
の
一
斉
清
掃

３
月
31
日（
日
）午
前
７
時
～

　
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど
を
地
域

で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
日
に
実
施
で
き
な
い
自
治
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大
ご

み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
、
河
川
清
掃
中
に
け
が
を
す
る

事
案
が
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全

を
第
一
に
考
え
、
無
理
の
な
い
範
囲
の

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、　
気
象
条
件
な
ど
に
よ
る
実

施
判
断
も
、
地
区
の
状
況
に
合
わ
せ
、

同
様
に
各
自
治
会
で
ご
判
断
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
斉
清
掃
で
出
た
土
砂
の
受
け
入
れ

■
受
け
入
れ
場
所　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
高
根
町
）

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
注
意
事
項　
一
般
の
埋
め
立
て
ご
み

の
搬
入
を
希
望
す
る
人
は
、
３
月
29
日

（
金
）ま
で
に
、
生
活
環
境
課
で
搬
入
許

可
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
な
ど
の
有
料
回
収

■
受
け
入
れ
場
所　
大
町
リ
サ
イ
ク
ル

パ
ー
ク（
山
下
）

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
受
け
入
れ
可
能
な
物
・
処
理
料
金

▽
一
斉
清
掃
で
出
た
木
の
枝
な
ど
の
燃

え
る
物
、空
き
缶・瓶
類
な
ど（
要
分
別
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
無
料

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
77
円
／
㎏

▽
ス
キ
ー
板
な
ど
…
…
…
…
80
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
３
０
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ
…
…
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家

電（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）

…
…
…
…
…
３
０
０
０
円
程
度
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま

す
。

■
注
意
事
項　
当
日
は
、
大
町
リ
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
お
よ
び
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ

パ
ー
ク（
源
汲
）で
の
資
源
物
受
け
入
れ

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
□市
内
線
４
６
１
・
４
６
２
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北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

説
明
会

　
４
月
か
ら
始
ま
る「
北
ア
ル
プ
ス
広

域
連
合
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
住
民
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

■
期
日
・
会
場

▽
３
月
18
日（
月
）　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
２
階　
大
会
議
室

▽
３
月
19
日（
火
）　
美
麻
公
民
館　
講

堂▽
３
月
21
日（
木
）　
常
盤
公
民
館　
学

習
室
１
・
２

▽
３
月
22
日（
金
）　
平
公
民
館
・
女
性

未
来
館
ピ
ュ
ア　
学
習
室

▽
３
月
25
日（
月
）　
八
坂
支
所　
３
階

集
会
室

▽
３
月
26
日（
火
）　
社
公
民
館　
大
展

示
室

■
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
介
護
福
祉
課

介
護
保
険
係

℡
２
２
・
７
１
９
６

▽
福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係

℡
□市
内
線
４
１
５
・
４
１
６

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
け
出
な
ど
の
制
度

　
森
林
所
有
者
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、
森

林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、
事
前
に

市
へ「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
」を
行
い
、
伐
採
が
完
了
し
た
と
き

は「
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
」を
、

伐
採
後
の
造
林
が
完
了
し
た
と
き
は

「
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況

報
告
」を
行
う
こ
と
が
森
林
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
無
届
け
で
の
伐

採
な
ど
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
森

林
法
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
け
出

の
提
出
時
に
は
必
要
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
森
林
に
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
場
合
、
そ

の
面
積
が
０
・
５
ha
を
超
え
る
も
の
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
様
式
の
入
手
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
民
の
方
へ
→
仕

事
・
産
業
→
農
林
業
→
林
業
→
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係

℡
□市
内
線
６
６
４
・
６
６
５

重
度
心
身
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
券
交
付

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
外
出

時
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

▽
身
体
障
害
者
手
帳（
視
覚
障
害
１
～

３
級
、
内
部
障
害
１
～
２
級
、
上
肢
障

害
１
～
２
級
、
下
肢
障
害
１
～
３
級
、

体
幹
障
害
１
～
３
級
）が
あ
る
人

▽
療
育
手
帳
が
あ
る
人

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
や
、
市
か
ら
他
の
制
度

で
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み　
身
体
障
害
者
手
帳
か
療

育
手
帳
を
持
参
の
上
、
直
接
、
福
祉
課

福
祉
係
、
市
八
坂
支
所
民
生
係
ま
た
は

市
美
麻
支
所
民
生
係
へ
。
４
月
１
日

（
月
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
□市
内
線
４
１
２
・
４
１
３

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

新
規
就
職
者
激
励
会
お
よ
び

新
入
社
員
研
修
会

　
今
春
か
ら
就
職
し
、
市
の
将
来
を
担

う
社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す

新
規
就
職
者
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
激
励
会
お
よ
び
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
12
日（
金
）　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

▽
受
付　
午
前
９
時
10
分
～

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町　
２

階　
大
会
議
室

■
対
象　
今
年
４
月
に
市
内
の
事
業
所

に
就
職
す
る
新
規
就
職
者

■
内
容

▽
第
１
部　
激
励
会

▽
第
２
部　
研
修
会

■
申
し
込
み　
３
月
25
日（
月
）ま
で
に
、

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、

同
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
□市
内
線
５
４
２
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お知らせ

お知らせお知らせ

お知らせ

お知らせ

ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー
を

消
防
団
に
配
備

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
大
町
市
消
防
団
で
は
ジ
ャ
ン

プ
ス
タ
ー
タ
ー
を
各
車
庫
に
配
備
し
ま

し
た
。

　
有
事
の
際

に
出
動
す
る

消
防
車
両
な

ど
の
エ
ン
ジ

ン
が
万
が
一

か
か
ら
な
い

場
合
に
備
え

る
も
の
で
、

バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
が
12
Ｖ

の
普
通
車
と

24
Ｖ
の
大
型
車
の
ど
ち
ら
に
も
使
用
で

き
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
給
電
機
能
も
備
え
て

お
り
、
緊
急
出
動
時
の
力
強
い
味
方
と

し
て
消
防
団
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

℡
□市
内
線
５
１
６

■
相
談
例

▽
昔
の
借
金
の
請
求
が
来
た
が
、
払
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
？

▽
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
借

金
の
請
求
が
来
た
。

▽
認
知
症
の
親
に
借
金
の
請
求
が
来
て

い
る
。

■
問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

送
付
文
書
の
訂
正

　
２
月
上
旬
に
各
家
庭
に
送
付
し
ま
し

た「
令
和
６
年
度 

大
町
市
各
種
検
診
等

の
ご
案
内
」の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所　
５
ペ
ー
ジ
胃
カ
メ
ラ
検

査
の
対
象
年
齢
に
つ
い
て

（
誤
）41
歳
以
上
75
歳（
奇
数
年
齢
）

（
正
）41
歳
以
上（
奇
数
年
齢
）

　
申
込
書
の
締
め
切
り
は
令
和
６
年
２

月
29
日（
木
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

期
日
を
過
ぎ
て
も
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
対
象
年
齢
の
人
は
ぜ
ひ
受

診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
４
０
０

「
火
入
れ
」に
は

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

　
「
火
入
れ
」と
は
、
森
林
ま
た
は
森
林

に
接
近
し
て
い
る
周
囲
１
km
の
範
囲
内

に
あ
る
原
野
、
山
岳
、
荒
廃
地
、
そ
の

他
の
土
地
で
、
そ
の
土
地
に
あ
る
立
木

竹
、
雑
草
、
堆
積
物
な
ど
を「
面
的
」に

焼
却
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
行
う
に
は
、
被
害
額
が
大
き

い
森
林
火
災
や
諸
危
害
の
発
生
防
止
を

図
る
た
め
、
市
へ
の「
火
入
れ
許
可
申

請
」が
必
要
で
す(

森
林
法
第
21
条)
。

　
申
請
書
の
入
手
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
民
の
方
へ
→
仕

事
・
産
業
→
農
林
業
→
林
業
→
火
入
れ

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係

℡
□市
内
線
６
６
４
・
６
６
５

相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
不
動
産

を
相
続
し
た
場
合
は
、
そ
の
取
得
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
に
な
り
ま

す
。
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
不

動
産
を
相
続
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
て

い
た
場
合
も
対
象
で
す
。

　
相
続
未
登
記
の
不
動
産
が
な
い
か
を

確
認
し
て
、
今
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
相
続
登
記
の
申
請
手
続
き
に
関
す
る

ご
案
内（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
６
６
１
１（
代
）

▽
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

司
法
書
士
に
よ
る

昔
の
借
金
電
話
相
談

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
借
金
に
関
す

る
請
求
を
受
け
た
場
合
の
無
料
電
話
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
２
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
相
談
電
話
番
号

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
最新運輸業界の動向とカラクリがよ～くわかる本 
業界人、就職、転職に役立つ情報満載［運送業］
���������������� 中村恵二／著
食べて強くなる！ サッカーの栄養と食事 食事の
コツをつかんで試合もフィジカルも強くなろう

［スポーツ］����������� 久保田尚子／著
インダス文明ガイドブック［考古学］�� 上杉彰紀／著
まるわかり！ これからはじめる源氏物語［古典］
���������������� 島村洋子／著
−新着図書（子ども向け）−

物のかたち図鑑 大人もしらない かたちのひみつ
［学習］��������������� 講談社／編

形の科学会／監修　亀谷敏朗／著
はじめての着衣泳教室 海水浴、川遊び、プール、
豪雨、津波など 水の事故から命を守る［水泳］
���������������� 岩崎恭子／著
おまえうまそうだな さよならウマソウ［日本の絵本］
�������������� 宮西達也／作・絵
−３月の推薦図書−

死ぬまでに観に行きたい世界の有名
美術を１冊でめぐる旅　ダイヤモン
ド社　山上やすお／著
　本でめぐる世界美術旅行。本書で
は世界の美術館をめぐり人生で一
度は見たい名画を鑑賞する13日間の旅に出ます。
ページをめくれば世界美術旅行の始まりです。
ジョン万次郎 民主主義を伝えた男　講談社
小沢章友／作　十々夜／絵
　14歳の万次郎は嵐で無人島に流れ
着き外国船に助けられます。アメリ
カで教育を受けやがて日米の外交の
場で通訳を担うことに。万次郎のド
ラマティックな生涯。
−３月の催し−

おはなしの森����� ２日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや��� 12日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 21日（木）　午前10時〜正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 163
謎解きゲーム「惑星探検隊」
　人気の謎解きゲームを３月も開催！
　公園を散策しながら謎を解こう
■日時　３月２日（土）〜
　　　　４月７日（日）
■場所　園内全域

シェードガーデン管理ボランティア
　テレビの園芸番組でもおなじみ
の矢澤秀成先生と一緒に、植物を
学びながらシェードガーデンの管
理作業を行いませんか。
■日時　３月24日（日）

▽講座　午前10時30分～正午
▽管理作業　午後１時～２時

※管理作業は小雨決行、荒天中止
■集合場所　レンタル棟
■定員　先着30人（事前申込制）
■料金　無料（ボランティア活動のため、入園料免除）

【自然体験】野鳥観察会（さえずり編）
■日時　３月26日（火）・30日（土）
　　　　午前８時30分～11時30分
　　　　※小雨決行、荒天中止
■集合場所　インフォメーションセンター
■対象・定員　小学生以上　各回先着15人
■申し込み　事前申込制
■持ち物　双眼鏡（持ってい

る人のみ）、野鳥図
鑑 や ハ ン ド ブ ッ ク

（持っている人のみ）

【クラフト体験】えんぴつたてづくり
■日時　３月26日（火）～４月５日（金）
　　　　午前９時30分～11時30分
　　　　午後１時～３時
■場所　森の体験舎
■参加費　200円

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　神栄町にお住まいの竹
下史一さん(60歳)・直子
さん(57歳)ご夫婦にご出
演いただきます。30年間
夫婦で続けているソフト
バレーボールなどのお話
を伺います。

 放送日  ……………………… 10日（日）・13日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送３月の番組から
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ケーブルテレビ３月の番組から
きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊市民スキー・スノーボード大会� 11日～24日
＊八坂小中学校　修了式・卒業式
 ��������������  25日〜４月７日
＊美麻小中学校　修了式・卒業式
 ��������������  25日〜４月７日
＊定例記者会見��������� 27日・28日

市議会３月定例会　午前10:00開会
＊本会議（生中継）����������� 12日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:00、午後4:00、午後6:00
＊おおきくなったら（保育園・幼稚園年長さん）
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

３月の有料相談（要予約）

法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
　ご家庭で使用しなくなった生活用品で、まだ十
分使用できる不用品の再利用を目的に不用品交換
の情報提供を行っています。
　「譲りたい」「譲ってほしい」ものがあれば、所定
の台帳に登録をします。電話での申し込みも受け
付けています。
　家電リサイクル法の対象品、自動車、バイク、
衣類（制服を除く）、食料品、危険物、動植物、法
令などで譲渡・販売が禁止されているものなどは
対象となりません。
　詳しくは、担当窓口までお問い合わせください。
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

３月の納税など
国民健康保険税……………………………… ３月分
後期高齢者医療保険料……………………… ３月分
保育料・保育所給食費……………………… ３月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………… ３月分
学校給食費…………………………………… 第10期
上下水道料（奇数月納入地区）……………… ３月分
簡易水道料…………………………………… ３月分

納期限は４月１日（月）

３月の無料相談

結 婚 ９日（土）
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎□市 内線 641

法 律
（要予約）

12日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=土屋学弁護士（次回は４月９日　金枝由香里弁護士）

行 政

27日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

行政管理係
☎□市 内線 511

27日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金
（要予約）

21日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

21日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性・男 性
（要予約）

14日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎□市 内線 83028日（木）

9：00〜12：00

育 児
19日（火）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

11日・25日
月曜日

13：00〜16：00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

11日・25日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（要予約）

28日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談
（要予約）

21日（木）
13：30〜17：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

商業労政係
☎□市 内線 542

人 権 21日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　２月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,654 （－24）　男 12,485 （－18）　転入 57　出生 8
　世帯数 11,987 （＋ 4）　女 13,169 （－ 6）　転出 55　死亡 34

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

3日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

10日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

17日（日）
伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

20日（水）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

24日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

31日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
3日（日） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

10日（日） 大町病院口腔外科 高見町 ☎ 22-0415

17日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

20日（水） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

24日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762

31日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
3日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

10日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

17日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

20日（水） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

24日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

31日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

市民バス「ふれあい号」をご利用ください！

 主な変更点
■平（源汲方面）コース

▽「中花見生活センター」バス停を新設
　（バス停新設に伴い、一部運行ルートと時刻を変更）
■常盤西コース

▽大町市街行き第１便の出発時刻を変更（５分繰り上げ）
▽運行の効率化を図るため、一部運行順路を変更

■八坂コース

▽栃沢・さぎり荘行き第１便を予約運行に変更

▽栃沢・さぎり荘行き第５便を「大町病院」バス停発に変更

▽栃沢・さぎり荘行き第６便をＪＲとの接続を考慮した時刻に変更
　(15分繰り下げ)

　詳しくは、広報おおまち３月号と一緒に配布した「ふれあい号時刻表」をご覧ください。
■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡□市内線853

３月の休日医療情報

～４月１日（月）から令和６年度版の時刻表で運行します～

きらり★情報館


